
予算の概要

会計 令和８年度 令和７年度
対前年度比

増減額 増減率（％）

一般会計 393億3,000万円 385億3,000万円 ＋８億円 ＋2.1

特別会計 209億3,420万円 197億3,440万円 ＋11億9,980万円 ＋6.1

企業会計 88億6,500万円 89億円 −3,500万円 −0.4

総計 691億2,920万円 671億6,440万円 ＋19億6,480万円 ＋2.9
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重点方針　 高齢者の安気づくり
いつまでも住み慣れた地域で安気に暮らす

高齢者の足を確保

市公式LINEでもっと安心・便利に

毎日をおだやかに
移動支援を行う団体に車を貸与（696万円）

LINEでつながる、安心の見守り 新規 まちかど運動教室がもっと身近に

難聴高齢者の補聴器購入費を助成
（200万円）新規

若葉台高齢福祉連合会へ貸与した車両

まちかど運動教室の様子

　車を無償で貸し出し、高齢者の移動手段の確保を
サポートします。新たに１台ずつ清水ケ丘地区と桜
ケ丘地区の団体へ貸し出します。

　1人暮らし高齢者の見守りサービスを導入しま
す。LINEメッセージへの応答を通じて、登録した
家族などが状況を確認できます。

　高齢者サロンなどで専門家による ”聞こえ”の大切
さの啓発や簡易な聴力検査を開始します。
　併せて、補聴器の購入費を助成し、社会参加の促
進と認知症リスクなどの低減を図ります。

　LINEで参加履歴の記録や開催情報の受け取りが
できるようにします。より気軽に参加できるように
します。

「住みごこち一番・可児　すこやかに、にぎやかに、おだやかに暮らせるまち」をより一層充実させ
るとともに、本市の魅力を広く発信する「住みごこち一番 ”＋

プラス
”の取り組みを展開する予算を紹介し

ます。

市原産業スポーツフィールド（可児市運動公園グラウンド）

問 財政課 内 2352

令和８年度の予算

住みごこち一番 ”＋”の取り組みを展開
プラス

詳細はこちら
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